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文教福祉委員会会議録 

 

令和２年１０月１９日 月曜日 

  午前９時３０分開議 

  午後４時１６分閉議（実時間５２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．現地視察について 

 （１）小中学校の再開支援について 

 （２）被災者の生活再建の支援について 

１．次回の会議日程について 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  西 濵 和 博 君 

副委員長  村 山 俊 臣 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 
 

 教育部 

  学校教育課長    髙 嶋 宏 幸 君 

  教育政策課長    松 川 由 美 君 

 健康福祉部 

  理事兼健康福祉政策課長 野 田 章 浩 君 

 部局外 

  議会事務局議事調査係主任 村 上 政 資 君 

                               

○記録担当書記     村 上 政 資 君 

 

（午前９時３０分 開会） 

○委員長（西濵和博君） 皆様、おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）定刻となり、定足数に達しておりますの

で、ただいまから八代市議会災害対策会議にお

ける文教福祉委員会を開会いたします。 

 本日は、お手元に配付のレジュメ記載のとお

り、まず、１、現地視察についてですが、当部

会の調査項目である小中学校の再開支援につい

て、被災者の生活再建の支援についての２つの

調査項目に基づき現地調査をいたします。 

 まず、執行部からの説明を聞き、質疑応答の

後、事務局より行程等について説明いたしま

す。その後、休憩を取り、現地調査をいたした

いと思います。現地視察終了後、本委員会室に

て会議を再開し、委員の皆様の御意見をお聴か

せいただき、次の調査につなげてまいりたいと

思います。 

 また、当部会の活動に当たり、執行部に対し

てはＢＣＰ継続中のため、原則、執行部の会議

の出席については行わないこととされておりま

したが、詳細な現状について内容を聴取するた

め、執行部と調整しましたところ、本日は出席

が可能ということでございましたので御対応い

ただくこととなり、出席いただいております。

また、日奈久小・中学校の視察への同行につい

ても御対応いただくこととしておりますので御

承知おきください。 

                              

◎現地視察について 

○委員長（西濵和博君） それではまず、当部

会の調査項目であります１点目、小中学校の再

開支援についてでございますが、八竜小学校と

坂本中学校の状況について、教育部から説明願

います。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 失礼します。 
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 それでは、八竜小学校及び坂本中学校の被災

からこれまでの経緯と現状について、着座にて

失礼いたします。 

○委員長（西濵和博君） はい、どうぞ。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） それでは、お

手元の資料に沿って御説明申し上げたいと思い

ます。 

 まず、発災後の経緯です。 

 ７月４日に災害が発生いたしましたけれど

も、そのとき、これはもう学校で調べたという

ところで、ちょっと正式な数値と異なるかもし

れませんが、八竜小学校の児童が床上浸水以上

が１８名、それから、坂本中学校がおおむね床

上浸水以上ということで１５名が被災をしてお

ります。 

 その当時の避難状況ですけれども、八竜小学

校の場合は自宅に１９名、そして避難所あるい

は市街地、市外に４３名が避難をしていたとこ

ろです。坂本中学校におきましては自宅が１１

名、避難所等に避難をしている子供たちが２３

名という状況でございました。 

 そのような状況から、被災状況等を調べなが

ら学びの再開を７月の１５日に開始をいたした

ところでございます。これは２カ所、鶴喰生活

改善センター会場と桜十字ホールやつしろ会場

という２カ所で行ったところでございます。そ

れぞれ、鶴喰生活改善センター会場がおよそ１

５名程度、そして桜十字ホールやつしろ会場が

８０名程度というような状況で開始をいたしま

した。その状況を見まして、いよいよ７月２０

日から授業として再開をいたしたところでござ

います。 

 なお、熊本県の教育委員会と連携しましてス

クールカウンセラー等を派遣いたしまして、全

ての児童・生徒に対して個別のカウンセリング

を実施したところでございます。 

 そのように授業を再開してきました。 

 そして、８月３日、日奈久小・中学校におい

て授業を再開しております。これは空き教室を

利用してということになっております。そし

て、それが今まで続いて、今もなお日奈久小・

中学校でそれぞれの教育活動が続いているとこ

ろでございます。 

 裏面になりますですかね、今の子供たちの現

状でございます。２枚目ですね。 

 転出につきまして、八竜小学校は当初６２名

いましたけれども、３名が転出しまして現在５

９名。坂本中学校は３４名おりましたが１人転

出をしまして３３名という状況になります。 

 児童生徒の現在の居住地は、八竜小学校で３

４名が自宅、そのほか２５名が市街地で避難所

あるいはみなし仮設等にいるところでございま

す。坂本中学校におきましては１８名が自宅、

１５名が避難所あるいはみなし仮設等にいると

ころでございます。 

 なお、そのようにほかの市街地に転居してい

る児童生徒につきましても、災害に伴う特例措

置として区域外通学を認めて、現在、八竜小学

校、坂本中学校の児童生徒として学習をしてお

ります。 

 今後の主な行事になりますけれども、八竜小

学校ではこの前の２３日金曜日に運動会、そし

て３０日から修学旅行を予定しております。坂

本中学校におきましては、運動会はちょっと違

った形で、１１月２０日の学習成果発表会とい

う形で行うと。修学旅行も１２月６日からを予

定しているところです。 

 最後に、坂本地域への復帰につきましては、

水などのライフラインの確保と道路の復旧が大

きな課題となっておりましたが、水の場合、確

保できる状況になっており、あとは、児童生徒

の移動手段が確保でき次第、可能な限り速やか

に坂本地域の原校復帰を目指したいと考えてい

るところでございます。 

 以上です。 
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○教育政策課長（松川由美君） 教育政策課で

ございます。当課からはスクールバスについて

御説明させていただきます。着座にて失礼いた

します。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○教育政策課長（松川由美君） 資料をお配り

させていただいております。カラー印刷で、Ａ

３の大きさで３枚。スクールバスのルートです

けれども、実は本日から大きく変更いたしてお

ります。その内容を本日お配りしているところ

でございます。 

 １枚が縦長になりますけども、時刻、停留

所、乗降者数を記載したもの、あと２枚がそれ

らの地図にルートを落としたものになります。

１枚は坂本地区のルート、もう一つが町なかの

ルートということになっております。 

 先ほど学校教育課から説明がありましたよう

に、７月４日被災後、１５日に学びの場を開設

いたしました。それ以降、子供たちを輸送する

バスを運行いたしておりまして、これまでに２

回、そのルート見直しを行っております。１回

目は８月３日、学びの場から日奈久小・中学校

に移った際に行っております。そして、２回目

が本日ということでございます。本日見直しを

実施いたしましたのは、児童・生徒世帯の居住

場所がある程度落ち着いてきたことから、現状

に見合ったルートに変更したというものでござ

います。 

 今回の見直し点は大きく２つになります。１

点目が、これまで周回できていませんでした

木々子・日光地区にルートを開設したこと、そ

れから、もう一点は、町なかルートを現状に合

わせまして細やかに設定しております。これま

では桜十字ホールやつしろを拠点と位置づけま

して、ここまで保護者様に送りや迎えに来てい

ただいておりましたけれども、本日からは子供

たちの居住場所から歩いてこれる停留所をルー

ト設定いたしましたので保護者様の送迎が不要

となり、少しは負担軽減につながったのではな

いかと思っております。 

 その各ルートについて配付いたしております

ので、その資料説明だけ少しさせていただきま

す。 

 １枚目の資料、Ａ３縦長の時刻表のほうを御

覧いただきたいと思います。冒頭に八竜小学

校・坂本中学校運行計画案と書いてある資料に

なります。 

 大きく上、中、下段の３つに分かれておりま

して、上の段が、左端に記載がありますよう

に、登校時の停留所、バスが来る時刻、そこで

乗る小・中学校の子供の人数となっておりま

す。中段と下段は下校バスということです。 

 上段の表を使って一括して御説明させていた

だきます。 

 現在、スクールバスを利用している子供たち

は、八竜小学校児童は５９名、坂本中学校生徒

は３３名の計９２名でございます。 

 全体で６ルートを設定しております。色分け

しておりますが、１番目、オレンジ色から一番

下、濃い青色までになります。この６ルートの

うち上から４つが坂本地区在住の子供たちを乗

せてくるバスになります。一方、下２つ、赤と

濃い青のルートが町なかに在住する子供たちを

乗せてくるバスということになっております。 

 そのうち坂本地区からバス４ルートのうち上

２つ、オレンジ色と薄い青色、こちらが田上・

百済来方面発と藤本・田上方面発となっており

ますけれども、これは国道２１９号線ではなく

二見方面の山越えをして日奈久小・中学校へ子

供たちを運ぶルートとなっておりますので、括

弧書きで二見と記載をしております。一方、３

番目と４番目のほうは、国道２１９号線を通る

ルートになりますので、括弧書きで２１９号線

というふうに記載させていただいております。 

 この各ルートについて、残り２枚、Ａ３の地

図に落としておりますので、また色もですね、
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合わせているところですので、後ほど御確認い

ただければと思います。 

 バスルートにつきましては、関係する道路の

復旧状況、また子供たちの居住場所、あと、公

共交通機関の運行状況などを考慮しなければな

りませんけれども、こちらにつきましては日々

変化しますので、その情報収集に努めまして、

安心・安全、安定したルート設定をし、先ほど

来発言がありましたように、可能な限り速やか

に本来の学びやに帰れますよう取り組んでまい

りたいと考えております。 

 以上、スクールバスについての御説明とさせ

ていただきます。 

○委員長（西濵和博君） それでは、ただいま

の説明に対して、何か御質問ございませんでし

ょうか。 

○委員（亀田英雄君） 児童のカウンセリング

をされたということで説明があったかと思いま

す。全ての児童にカウンセリングですね。その

中で、やっぱりあの災害ば目の当たりにしてか

らですたい、いろんな子供にどげんことをして

るか、いろんな心理面の何かがあったっちゃな

かろうかと想像すっとですが、そのカウンセリ

ングの結果、子供にどんな影響があったかまと

められとっですか。まあ２つ、３つ紹介しても

らえばと思いますが。困ってる子供なんかがお

っとですかね。どんなあんばいですか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 今、御指摘が

ありましたとおり、やはりですね、子供たちの

中には、雨の音がするとちょっと恐怖を感じる

とか、そういう子供たちもおりました。あるい

は、家族にべったりというかですね、甘えあた

りがちょっと強くなったとか、そういう部分が

やっぱり出ておりました。 

○委員（亀田英雄君） だけんそれ、どんな、

やっぱり、手当ての仕方ってあっとですか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） これはやっぱ

り時間がかかって、カウンセラーが専門的に話

す中で、心を癒やしていくということになって

くると思います。そしてまた、当初に出てこな

くても後からというのもありますので、現在も

スクールカウンセラーを派遣しまして、カウン

セリングのほうを必要に応じて行っているとこ

ろでございます。 

○委員（亀田英雄君） その辺りはですね、用

心して、注意深く見守っていただけたらなとい

うふうに思いますので、よろしくお願いをした

いと思います。 

○委員（百田 隆君） ただいま亀田委員のほ

うからも質問があっておって重複すると思いま

すけれども、メンタルケアですね、これについ

て、今後もされると思いますけれども、その効

果が出てきたというふうな感じを受け止めてお

られますか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） やはり話を聞

く、する中で癒やされてきている子供たち、は

い、おります。効果はあると考えております。

（委員百田隆君「これからもされるわけです

ね」と呼ぶ）はい。（委員百田隆君「はい、分

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（西濵和博君） よろしいでしょう

か。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに意見ございま

せんでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 質問ですけど、八竜小

学校と中学校のそれぞれの子供たちが日奈久の

小学校、中学校にいるということで、お互いの

交流みたいなものもあってるんじゃないかなと

は思いますが、そのところはどんなでしょう

か。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 交流はあって

おります。特に昼休みあたりはですね、サッカ

ーを一緒にやったりとか、そういうことはあっ

ております。今後ですね、また行事等で一緒

に、人数がですね、お互いにあんまり変わらな
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いぐらいの人数ですから、合わせることで今ま

でできなかった活動ができますので、そういう

取組も校長先生たちは考えておられます。 

○委員（前川祥子君） これは今までなかった

ような取組になってくるかなと、利点じゃない

かなとも、そういうふうに考えて、捉えていっ

ていいと思うんですが、子供たち自身はそれに

対して自然な流れの中でうまくやっております

か。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） それぞれ学校

ではアンケート等を取って子供たちの状況もつ

かんでおられるところでございます。子供たち

はやはり順応は早いですね。そういう状況だと

聞いております。 

○委員（前川祥子君） 先生方、教員の皆さん

方にとっては、そういう状況は、うまく活用と

いうかですね、状況を判断しながらやっていら

っしゃるでしょうか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 先生同士の交

流ということでしょうか。（委員前川祥子君

「そうです」と呼ぶ）実は校内研修に違う学校

の先生を呼んで、ＩＣＴあたりに詳しい先生を

呼んでＩＣＴの研修をしたりとか、そういう交

流がなされているところでございます。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに。 

○委員（亀田英雄君） でも、児童もですが、

先生たちも慣れん環境ですよね。だけんその辺

の、メンタルケアとか、その辺りは大丈夫です

か。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 特に校長はそ

のことを気にして、そして、声かけとかです

ね、状況把握に努めているところでございま

す。今のところ、大きな支障というか、メンタ

ル面でというのは現れてはいないと。（亀田英

雄君「ならよかったですね」と呼ぶ）はい、思

っております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 続けてよかですか。 

○委員長（西濵和博君） はい、亀田委員、ど

うぞ。 

○委員（亀田英雄君） スクールバスについて

ちょっと伺いたいんですけど、まあ言えば、大

体、小学校の児童を乗せるスクールバスですよ

ね。で、中学校の生徒も乗せとっていう話です

よね。（教育政策課長松川由美君「はい」と呼

ぶ）それはもうそれでよかったんですかちゅう

話ばってんが、今の段階ではしようのなかです

もんね。だけんずっと、――その辺の経緯につ

いてちょっと。これは暫定的処置ですか。もう

ずっとこんなことをして中学校まで送っていく

のか、その考え方をちょっと、あればですね。

まあちょっと無理かもしれん。 

○教育政策課長（松川由美君） 今、委員さん

おっしゃいましたように、本来は小学校のスク

ールバスということでございます。ですので、

中学生を乗せていいのかというようなのを契約

あたりも見たところではございます。その点に

つきましては小学生に限るというような文言は

ございませんので、今は暫定的に中学生も乗せ

てるというような状況です。 

 もし本来の坂本のほうの学校に帰った場合で

すね、今の道路状況を見ますとやはり危険です

し、公共交通機関も動いてないところもござい

ますので、その辺りについては引き続き考えな

いといけないのかなとは思っております。 

 また、帰った場合はですね、部活等の絡みも

ありますので、増便とかですね、その辺りもま

たちょっと考えていかないといけないのかなと

いうふうには思っているところです。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 以前からそんな話を少

しずつしていたんですけどね。中学生を乗せら

れないかという話はしていたんですが、どうし

ても駄目だということが私の（聴取不能）ある
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もんだけんが聞いてみたんですけど、柔軟に対

応していただければですね、非常によかっかな

というふうに思います。 

 あと、ここに、今、説明の中で、――ちょっ

と待ってくださいね。ごめんなさい。スクール

バスの考え方ですよ。交通手段、目安がついて

とかという説明があったじゃなかですか。どこ

やったかな。あった、移動手段が確保。２枚目

のページですね、説明資料の。坂本地域への復

帰についてという部分なんですが、移動手段が

確保でき次第という表現の仕方があったんです

が、いつ頃帰っとかなという話ですたい。移動

手段が確保でき次第というとは、何をもってそ

う判断されるのかなと。 

 まあ言えばですたい、今、もう国道は普通の

車は通るっとですけんが移動手段は確保されと

っとですよね。だけどなかなか踏み越せない部

分があっと思いますとですよ。だけん、まあそ

れは個人的な見解、ことだってもよかっですけ

ど、どんな目安をもって移動手段が確保できた

と判断されるのか、その辺の考え方はどう思っ

ておられるのかですね。あればですよ。難しか

ればもうよかですけど、何をもって移動手段が

確保されたと判断されるのかと思うとですけ

ど。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） これは国、県

が道路の復旧に携わっていただいております。

懸命に作業を進めておられます。そういうとこ

ろと情報を共有しましてですね、連携をしてそ

の状況をしっかり見極めまして、安全・安心で

安定したスクールバス等のですね、運行、登下

校の手段ができたらばと。それをもって移動手

段が確保というふうには考えているところでご

ざいます。 

 ただ、そのほかの要因もあります。給食であ

ったり、いろんな準備等もありますのでです

ね、移動手段が確保されて、そういう準備が整

ったらというふうに考えているところでござい

ます。 

○委員（亀田英雄君） すいません、ちょっと

難しか話をしまして。今度、スクールバスが変

更になってからですよ、今日からちゅう話だっ

たんですが、この緑の部分、西部から中谷方面

発の部分ですね、これは新開橋、坂本の中央か

ら今度はもう西部を通っていくちゅう話ですけ

んが、国道の何か狭い部分を通っていくとです

よね。だけん、言えば移動手段が確保されたの

かなという考え方もできるかなということも思

ったものですから。あそこから日奈久に行くと

なら坂本中学校までの確保はできるんじゃない

ですかというような話ですので、まあいろんな

ことを総合的に勘案しながら、私とすれば早く

復旧してほしいという気持ちがありますので、

その辺もですね、信号を設置してみたりですた

い、いろんな方面で何が課題かというのを教え

ていただければ、そのことをまた要望していけ

るしですたい。信号が少なかと思うとですよ

ね、思うとに。その辺のちょっと、スクールバ

スの運転手さんとかですたい、どんなことを考

えておられるのかという現場の声も教えていた

だければ、その課題をクリアするように努めて

いけば再開できると。何が課題かというとをし

っかりですね、教えていただければというよう

なことも思いますので、その辺もヒアリングを

ぜひお願いしたいなということも思います。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） 今の件に対しての回

答は。 

○委員（亀田英雄君） 何かあれば。 

○委員長（西濵和博君） 何かございますでし

ょうか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 今、委員から

御指摘がありました点につきまして、またです

ね、情報を集めまして、スクールバス等現場の

声とか、課題とかですね、そういうふうなのを
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把握していきたいというふうに思っておりま

す。（委員亀田英雄君「ぜひぜひ」と呼ぶ）は

い。 

○委員長（西濵和博君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい、よかです。 

○委員長（西濵和博君） ほかに委員から御質

問等ございませんでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 復帰に当たっては、も

う一つは、水などのライフラインの確保とあり

ますけど、これは、いつぐらいにこれがつなが

るというのは何かめどがあるんでしょうか。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 井戸が、大き

い井戸と、小さい井戸というふうにあって、一

応、学校のほうにはですね、水は今、来てると

いうことでした。ただ、それを小学校、中学校

で一遍にばあっと出して、生活、さあ、します

よというときに出せるのか。あるいは給食あた

りで今度は大量に水を使うというのに対応でき

るのかというのは、戻る前には確認をしてです

ね、戻らなくちゃいけないというふうには考え

ております。 

○委員（前川祥子君） ということは、まだ確

認までは行ってないという状況ですかね。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） はい、まだそ

この水を全部出してみたりとか、そういう確認

のところまで行っておりません。すいません。 

○委員（前川祥子君） じゃあ、その点もまあ

なるべくですね、課題の一つであれば、そこも

早めに確認できるような状況に持っていただけ

ればなとは思います。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 御指摘いただ

きましたので、また対応したいと思います。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

○委員（亀田英雄君） もう一点ようございま

すか。保護者の会議もままならんというふうな

話も伺ったんですが、保護者の意見というのは

把握されておりますか。再開とか、子供のケア

とかですよ。保護者がどんな考え方を持ってい

るのかなというとはどんな感じですか。まだ会

議が行われていないという話も聞いたんです

が、保護者の声というのは何か届いております

か。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 実は先日１３

日にスクールバスのルート変更ということで、

保護者の方々に集まっていただいて説明会は行

ってあるところです。その中で、小学校、中学

校に分かれて、そのバスの説明の後、話はされ

ておりました。（委員亀田英雄君「内容は、ど

んな内容が聞こえましたか」と呼ぶ）校長先生

からやっぱり早い復帰というかですね、そうい

う声もあると。すいません、手も挙げずに発言

しました。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 早く復旧とい

うか、元の場所にというような声もあるという

ことは伺っております。 

○委員長（西濵和博君） 亀田委員、よろしい

ですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかにございません

でしょうか。 

○委員（前川祥子君） すいません、今の関連

ですけど、そのほかには何か特に問題にしてる

ような話は保護者の方からはなかったというこ

とでよろしいですか。（委員亀田英雄君「そう

な」と呼ぶ） 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 卒業式はぜひ

やっぱり学校でしたいという声はありました。 

○委員長（西濵和博君） 髙嶋課長、学校でと

いうのは、地元の学校でという。 

○学校教育課長（髙嶋宏幸君） 地元の、は

い。戻ってですね、地元の学校でしたいとい

う。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（西濵和博君） なければ、以上で小

中学校の再開支援についてを終わります。 

 執行部、入れ替わりをお願いいたします。 

（執行部 退席） 

○委員長（西濵和博君） それでは、次に、調

査項目の２点目、被災者の生活再建の支援につ

いてでございますが、復興ボランティアセンタ

ーについてを健康福祉部より説明願います。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）健康福祉政策課の野田でござい

ます。よろしくお願いいたします。座りまして

説明させていただいます。 

○委員長（西濵和博君） どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 資

料につきましては、右肩に令和２年１０月１９

日健康福祉政策課とあります、令和２年７月豪

雨に係るボランティアセンター運営についての

資料で説明させていただきます。 

 まず最初に、１番、八代市災害ボランティア

センターになります。 

 実施主体は社会福祉法人八代市社会福祉協議

会になります。 

 実施時期につきましては、災害ボランティア

センターとしてニーズ調査を開始した７月７日

としております。ニーズ把握ができた地区から

市内のボランティアとマッチング作業を行い、

７月１５日から県内のボランティアの受付を行

い、活動を開始したものになります。活動終了

時期は９月１８日になります。 

 設置場所につきましては、国道２１９号線が

通れない状況の中で、どこが適切であるのかを

検討し、西宮町の旧八代市食肉センター跡地を

選定し、社協と一緒に地元に説明に赴き、地元

の了承を得たところになります。 

 次に、事業の内容につきましては、令和２年

７月豪雨で被害を受けた被災者を支援するため

に、被災者のニーズ把握やボランティアの受入

れ、派遣、調整を行い、必要な資材を提供する

ことで被災者の生活再建に向けた支援を行うも

のになります。 

 具体的には、①被災者のボランティアニーズ

の把握、②ボランティアの受入れ、ボランティ

ア活動保険の加入手続、③ボランティアと支援

を必要とする被災者との調整、④被災状況、被

災者のニーズの把握と関係機関への情報提供、

支援要請、⑤必要資源等の調整として資機材の

調達・集積や調整、⑥その他、被災状況、時期

により必要と認められるものとしております。 

 次に、２番の八代市復興ボランティアセンタ

ーについて説明いたします。 

 実施主体は、同じく八代市社会福祉協議会に

なります。 

 活動時期は、９月２３日から閉所までとして

おります。 

 災害ボランティアのニーズが一段落したこと

から、９月２３日から名称を復興ボランティア

センターと改名し、国道２１９号の開通等によ

り交通事情も改善されたことから、被災者のよ

り身近な場所である坂本地域福祉センターに活

動拠点を移行し、活動日も週末の金曜日と土曜

日の２日間として災害ボランティアセンターの

事業を引き継ぎ、被災者の復興支援に引き続き

取り組んでいるところになります。 

 新たな事業内容としまして、①在宅被災者か

らの相談対応、関係機関等への引継ぎ、②特例

貸付窓口等の在宅被災者への支援、③その他、

住民の生活復興に関する支援等としておりま

す。 

 次に、３番の実施状況等になります。詳細な

状況につきましては、この後、坂本地域福祉セ

ンターにおいての意見交換の中で、社会福祉協

議会から説明がありますので、ここでは実施状

況等の概要を説明させていただきます。１０月

１２日現在のデータで説明させていただきま

す。 
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 在宅ニーズ受付件数は４２８件で、うちキャ

ンセル等が１２０件となっております。在宅支

援の完了件数は２７７件で、残ったニーズ件数

は３１件となっております。ボランティアの活

動人員につきましては、延べ７１４７人です。

その内訳は、被災者宅が６６６３人、ボランテ

ィアセンターの運営が４４７人、避難所運営が

３７人となっております。 

 また、ボランティアセンターの運営スタッフ

は社協だけでは不足している状況であったこと

から、八代市職員の派遣も実施しております。

期間は７月２３日から９月１６日で、ボランテ

ィアセンターから現地までのボランティア送迎

と、運営スタッフとしまして延べ２５０人を派

遣しております。また、派遣以外にも、個人と

してのボランティア参加も多数あっておりま

す。 

 八代市からの運営補助金は概算交付で２００

０万円となっております。 

 以上で、八代市災害ボランティアセンターに

ついての説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（西濵和博君） それでは、ただいま

説明がございましたが、何か御質問等はござい

ませんでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） 詳しくは向こうでとい

う話だったんですが、八代から坂本に移ったで

すたいね、設置場所が。その中でボランティア

に来らす人たちはスムーズに移行できたっです

か。何か苦情とか、何かなかったですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 先

ほど言いましたように、９月２３日から坂本地

域福祉センターに移行しまして、今までの食肉

センターのときには当日受付ということにして

たんですけども、２３日以降は、坂本に移った

後は予約というところで受付しまして活動して

いるところでありますので、今のところ、混乱

があったという話は聞いておりません。 

○委員（亀田英雄君） ボランティアの移動手

段とかは特別問題はなかっですか。皆さん自分

で行きならんばんとでしょう。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 基

本的には送迎もあるんですけども……（委員亀

田英雄君「あ、送迎もあっとですか」と呼ぶ）

道の内容とか駐車場の関係によってはですね、

各ボランティアさんでまとまって移動という感

じにもなります。 

○委員（亀田英雄君） じゃ、その辺で何も支

障はなかったんですね、ボランティアさんと。

送ってもらえんとですかというか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 今

のところはトラブルがあったという話は聞いて

おりません。 

○委員（亀田英雄君） 分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見、質問

等ございませんでしょうか。 

○委員（前川祥子君） 市役所の職員の派遣な

んですが、人数が足らなかったということでや

むを得ないことだったとは思うんですが、この

派遣に関しては、特に職員を派遣することに対

しては大きな問題というものはなかったんでし

ょうか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 一

応、人事課からの要請ということになりました

ので、各部からそれぞれ人間を集めましてです

ね、活動してもらったんですけども、特段、何

も問題はなかったかと聞いております。 

○委員（前川祥子君） けがとか事故とかがな

かったので結果的にはよかったということだと

は思うんですが、今後はそういった面に関して

も何かしら保険的な適用とか、何かそういうこ

とも今後は考えないといけないことになります

か。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 先

ほど言いましたように、一応、人事課からの要

請というところで、業務の一環という形で今回
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はやっております。だから、災害の保険のほう

の加入もなしでですね、主に業務の一端という

ところでやったというところになってまいりま

す。 

○委員（前川祥子君） では、今回は業務の一

環ということで、今後ということなんですが、

その点はどんなふうに考えますか。今後もまた

人事課の要請という形になりますか。それで処

置されるというか、そういうふうな考えでよろ

しいですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） そ

こはまた人事課との協議になってくるかと思う

んですけども、先ほど言いましたように、個人

で参加された方もいらっしゃいます。その個人

の方については一応、保険に加入した上での参

加になっていますのでですね、今後の活動につ

いては、先ほど言いましたように、人事課との

また協議になってくるのかなとは考えておりま

す。 

○委員（前川祥子君） はい、分かりました。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 執行部、ありがとう

ございました。御退席いただいて結構です。 

（執行部 退席） 

○委員長（西濵和博君） 次に、本日の行程に

つきまして、お手元に配付しております行程表

のとおりでございますが、事務局から説明をい

たさせます。 

○議会事務局議事調査係主任（村上政資君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）事務局の村上です。本日は

よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の行程につきまして説明させ

ていただきます。 

 この説明の後、１０時２０分に鏡支所を出発

いたします。八代インターチェンジから高速に

乗り、坂本パーキングエリアから坂本入りをい

たします。仮設の坂本支所を車内から見ていた

だいた後に中谷橋を通り、国道２１９号線へ出

ます。八竜小学校と坂本中学校までの交通状況

を確認した後、復興ボランティアセンターに向

かい、社会福祉協議会の方と意見交換をいたし

ます。その後、坂本温泉センタークレオンへ行

き昼食を取っていただきます。昼食後、１３時

にクレオンを出発し、二見経由で日奈久小学校

へ向かいます。まず八竜小学校と坂本中学校の

校長先生と意見交換をした後、小学校の授業風

景を御確認いただきたいと思います。その後、

日奈久中学校へ移動し、中学校の授業風景を見

学いたします。その後、鏡支所へ戻りましたら

委員の皆様から御意見をお伺いし、次回の日程

等をお決めいただき終了となります。 

 以上です。 

○委員長（西濵和博君） ただいま書記より行

程について説明させましたが、何か御質問等ご

ざいませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

現地視察のため、しばらく休憩いたします。 

（午前１０時１１分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５０分 開議） 

○委員長（西濵和博君） それでは、休憩前に

引き続き八代市議会災害対策会議における文教

福祉委員会を再開いたします。 

 ただいまの現地視察を踏まえ、小中学校の再

開支援について、当部会としてはどのような課

題等について調査を行っていくべきか、具体的

な調査事項について御意見等をいただきたいと

思いますが、委員の皆様、何かございませんで

しょうか。 

○委員（亀田英雄君） 今日の現地視察は、小

中学校の再開支援についてということと、被災

者の生活再建の支援についてということだった
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と。で、１項目めは、小中学校の再開支援につ

いてというこの調査事項でよかっじゃなかろう

かと私は思うとですよね。 

 そして、もう一点が、ボランティアセンター

に行きましたけん、生活再建のためにはボラン

ティアの支援が不可欠ということで、何といい

ますか、ボランティアの在り方とか、何とかそ

っちで調査事項を挙げればよかっかなというふ

うなことを思います。 

 １項目めはもう、今日の課題は、小学校の課

題は再開をどうするかということが大きなテー

マとなると思います。様々な障害はあっとです

が、やっぱりみんな再開にこぎつけたいという

とが統一の思いだと。で、再開支援と。あと一

項目が、だけんボランティアに関することで挙

げれば、今回の視察の調査事項としてはよかっ

ちゃなかろうかと思いますけど。 

 私の意見です。 

○委員長（西濵和博君） ほかにございません

でしょうか。 

○委員（前川祥子君） 小中学校の再開支援と

いうものに関しては、早く再開したほうがいい

なという思いは皆さんお持ちだったと思います

が、今日現場に行って、やっぱり子供たちの状

況がさらに深刻なものということも分かりまし

たので、この再開支援というものをもう少しス

ピーディーに取り組む必要があるなということ

は強く感じました。調査事項においては、再開

支援をどのようにスピーディーにやれるかとい

うことも、具体的なものもこれから出して進め

ていけばよいかなと。具体的なことは、現場で

いろいろ意見も出しましたし、校長先生方から

も伺いましたので、その内容は委員長、副委員

長、それから事務局のほうでまとめられてもい

いかなとも思います。 

 それから、生活再建のほうも、調査事項にお

いてはボランティアセンターで先ほどおっしゃ

られたとおりに、発災当時からの経緯も詳しく

お聞きいたしましたので、今の現状も踏まえ

て、今後、住民の方が坂本にどれぐらい戻って

こられるか、それも行政のハード面の整備次第

だというようなお話も伺いましたので、そうい

う経緯を踏まえながら、今後、支援を私たちも

どんなふうにやっていったらいいかということ

を行政とともに考えていければなと思います。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 一旦、小会します。 

（午後３時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０７分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

 改めて確認いたします。小中学校の再開支援

について、当部会として今後どのように調査を

行っていくべきか、御意見等がありましたらお

願いいたします。どなたかございませんでしょ

うか。 

○委員（前川祥子君） 小中学校の再開支援に

ついて、このまま調査事項がよろしいかと思い

ます。 

○委員長（西濵和博君） 確認いたしますが、

今の御意見は、調査項目と捉まえている小中学

校の再開支援についてというテーマについて、

当部会としてはそれそのものを具体的な調査事

項と位置づけて取り扱っていきたい、そういう

趣旨と理解してよろしいでしょうか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

そのように取り扱わせていただきます。 

 次に、被災者の生活再建の支援についても、

同じように、当部会としてはこのテーマについ

てどのように取り扱っていくべきか、御意見等
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がございましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 先ほどの小中学校と一

緒にですね、考えまして、この課題について調

査事項とし、あとは各委員の多様な意見をです

ね、所見のほうに並べていただければなという

ことを考えます。 

○委員長（西濵和博君） ほかに御意見ござい

ませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようですので、

ただいまの御提案のとおり、先ほどの小中学校

の再開支援についてと同じような取扱いで、２

つ目の被災者の生活再建の支援についてもこの

テーマを調査事項そのものとして捉えて取り扱

っていくことといたします。御意見等をありが

とうございました。 

 本日調査を行いました２つの調査項目につい

て、部会としての意見を取りまとめたいと思い

ます。その他についての整理等には正副委員長

に一任ということでよろしゅうございますでし

ょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） それでは、正副委員

長に一任ということでございますので、そのよ

うに取りまとめをさせていただきたいと思いま

す。 

 また、その結果につきましては、事務局のほ

うから調査票を追って送付させていただきま

す。なお、送付させていただきました調査票に

各自の御意見等を御記入いただき御提出いただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。調査票の詳細な記入方法につきまして

は、調査票送付時に併せて御案内させていただ

きます。 

 次に、２、次回の会議日程について御協議い

ただきたいと思います。 

 一旦小会いたします。 

（午後４時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１２分 本会） 

○委員長（西濵和博君） 本会に戻します。 

                              

◎次回の会議日程について 

○委員長（西濵和博君） それでは、次の部会

は１１月５日木曜日、１０時より開催いたしま

すので、よろしくお願いいたします。 

 なお、調査内容につきましては、先ほど申し

上げました調査票回答結果を確認させていただ

き、正副議長と協議し決定させていただきたい

と思いますが、御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） 御異議なしと認め、

そのように進めさせていただきます。 

 最後に、本部会での活動に当たり、執行部に

対してはＢＣＰ継続中のため、原則、執行部の

会議の同席については行わないこととされてお

ります。しかしながら、本日のように内容によ

っては執行部の対応も必要となる場合も考えら

れますので、その際は最少人数での対応となる

こともありますので御承知おき願います。 

                              

◎その他 

○委員長（西濵和博君） 次に、３、その他に

ついて、何かございませんか。 

○委員（亀田英雄君） 今、ＢＣＰの話のあっ

たわけなんですが、やっぱりしっかり話ば聞い

てみらんば分からん部分もありますけん、その

辺は執行部と調整を図っていただいて、なるだ

けですね、職員の説明を聞けるような段取りを

していただきたいなということを申し上げたい

と思います。 

 そして、もう一点。これはいつまでに出せば

よかっかな。その辺をちょっとはっきりしても

らえばよかですけど。この調査票。 

○委員長（西濵和博君） 私からよろしいです

か。今後の会議開催の日程も含めまして、１週
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間後の１０月２６日の午後５時まで事務局の正

副議長……（委員亀田英雄君「２６日の日」と

呼ぶ）はい、に御提出いただけますでしょう

か。正副委員長のほうにです。 

○委員（亀田英雄君） 事務局に届ければよか

とですね。 

○委員長（西濵和博君） はい。よろしいでし

ょうか。よろしくお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） 執行部の対応も、それ

はぜひお願いしときます。せんばん分からん部

分のあっとだもん、やっぱ。 

○委員長（西濵和博君） この部会開会の折に

ＢＣＰ中の対応等についてお話ししましたの

は、現下の情勢を踏まえて、通常の委員会開催

とは状況が異なることを事前に御承知おきいた

だければということでアナウンスいたしまし

た。実際に調査に入るに当たって、今、委員か

らお話がございましたとおり、調査対象を所管

する部署には一応、資料の収集あるいは説明に

ついての要請を行うということはすべからくお

願いしていきたいというふうに思います。た

だ、一方で、そのときそのときでどうしてもか

なわない場合もあるかもしれないという部分に

ついてですね、事前にお話をしているところで

ございますので、今後もできる限り状況が整う

場合は出席対応を願うということは取扱い上、

行っていきたいというふうに思います。 

○委員（亀田英雄君） はい、お願いしておき

ます。 

○委員長（西濵和博君） ほかにございません

でしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（西濵和博君） ないようでございま

すので、以上で本日の部会の日程は全部終了い

たしました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午後４時１６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年１０月１９日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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